


 

(1) 風呂を掃除するタコ型ロボットとシミュレータの開発（原田プロジェクト） 

タコの持つ吸着性や腕の多用途性を取り入れたロボット製作するという大変野心的な

プロジェクトである。風呂掃除専用ロボットは各家庭でニーズがある分野であるが、ま

だ製品化がなされていない分野である。いくつかの制約条件の元でいろいろな場所を移

動する必要があり、技術的難易度が高い。剛性のある硬い足をサーボモーターで制御す

るようなロボット機構は既に多くの実装と理論があるが、柔らかく動くタコ型の足を制

御して浴槽を傷つけないように移動するような「ソフトロボット」は実装も少なく理論

化もされていない。本提案は風呂掃除という大きなゴールに向かってタコ型ロボットを

作って解決することを掲げているが、柔らかく動く制御機構をどのようにすれば実現で

きるか多くの試行錯誤を繰り返す必要がある。ソフトロボットの製作過程を通じて、家

の中で人とロボットが優しく共存していける未来の実現を期待して、本提案を採択した。 

 

(2) Goの資産を再利用できるコンパイラ基盤（Jantakornプロジェクト） 

LLVMやWASMのようなコンパイラ基盤をGo Assemblyベースで実現するという野

心的なプロジェクトである。過去 Perl コミュニティで Parrot というレジスタベースの

仮想マシンが提案されたことがあり、Perl6 や Python をサポートするために PVM、

PASM、PIR、PBC、IMCC、PIRCなど様々なレイヤーでの実装が作られたが、実行速度

の問題もありメジャーになることはできなかった。最初の性能要件として実行速度が重

要視されて作られた Go Assembly をベースにコンパイラ基盤を開発することが出来れ

ば、Parrotで実現できなかったことが今の時代でできるかもしれない。コンパイラ共通

基盤は COINS など学術系でも古くから長く研究されている分野でもあるため、世代を

超えて、アカデミアとインダストリーが融合してプログラミング言語の基盤技術と実装

が進化していくことを期待して、本提案を採択した。 

 

(3) シェルスクリプトへのコンパイルを行う静的型付けスクリプト言語の開発（矢尾田

プロジェクト） 

現代的なプログラミング言語に近いモダンな構文と機能を持つシェルスクリプト言語

を新たに開発するプロジェクトである。近年CI・DevOpsが各開発運用現場に適用され

ているが、そこで使われているのはシェルスクリプトという古い言語のままである。

bash や高級シェルを前提とするOS もあるが、例えばDocker で使われている Alpine 

Linux ではバイナリサイズの小さい ash が標準で、シェルの持つ機能が少ない。シェル

スクリプトは互換性を意識すると便利な拡張機能は使えず、プログラマにとっては非常

につらい書き方をしなければならない。JavaScriptのBabelのように拡張性の高い文法

で書けて、実行のバックエンドは古い互換性の高い言語にトランスパイルするような言

語拡張環境をシェルスクリプトの世界で実現できることを期待して、本提案を採択した。 

 

 




